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損害防止サーキュラー No.10-09 
 
 
インフルエンザA H1N1ヴィルス 
 
イントロダクション 
新型インフルエンザは世界中のトップ記事になって

いるが、これは豚に関係するヴィルスから発展した

まれなA型 
H1N1ヴィルスによって引き起こされたためである。

季節的なヴィルスへの免疫に比べれば、非常に少

ない人数がこのヴィルスに対して先天的に免疫であ

る。インフルエンザA 
型H1N1ヴィルスはそれゆえに以前の季節的な流

行性感冒以上に迅速でかつより高い人口割合に広

がっていくことが見込まれる。 
 
World Health Organization (WHO) 
によればインフルエンザA 
型H1N1ヴィルスはPandemicな流行病レベル、いわば地球規模にまで到達している。組合員及びクライ

エントはそれゆえに世界中の寄港地にてヴィルスが本船に持ち込まれる可能性を想定しておくべきである

。 
 
稼動中の船舶上にインフルエンザA 
H1N1ヴィルスが存在することは、船主、傭船者や運航者に対し難解な問題を呈する。最近の新聞のレポ

ート記事などは本船上に新型インフルエンザの疑いがあると確認されたとき、本船の乗組員/乗客に対し

て医療機関が上陸を認可させない事例があることを指摘している。これはまた、船舶に対して運送上の問

題を引き起こしている。 
 
本船上での感染防止策 
インフルエンザA 
型H1N1ヴィルスは主に接触感染と空気感染により広がっている。すなわち、せき、くしゃみ、感染した個

人への接触を通して蔓延している。病原菌に対する防御方法を採ることが強く勧告される。最低限、以下

を考慮するように提案する。 
● インフルエンザA H1N1ヴィルスが寄港地において特に問題になっている  

かどうか現地機関よりのアドバイスを求める。 
● 感染地域における上陸休暇を制限する。 
● 感染地域における陸側の人間との接触を限定する。 
● 個人の健康管理を日課とするよう強く課する。 
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本船上で感染の可能性のある場合の入港時のガイドライン 
感染していない本船上の乗組員の健康を防御すると同様に感染した乗組員へのインフルエンザA 
型H1N1ヴィルスの影響を軽減することが重要である。もし新型インフルエンザの疑いが 
 
ある場合、病気の乗組員の世話に直接関与していない人員から隔離する。感染した乗組員に密接に接触

した人員もヴィルスの潜在的保有者であると見なさねばならない。 
 
乗組員が新型インフルエンザの徴候を示している場合には、港に到着前に現地機関に通知するべきであ

る。その通知を受取った港湾当局が即座に本船から一部あるいは全乗組員の上陸を拒絶する可能性に

対して準備するべきである。こうした状況においては、必要ならば、現地医療プロバイダー（医師・看護士）

に本船上において血液採取や抗ヴィルス治療を提供するような試みがなされるべきであろう。 
 
世界中の多くの港はすべての乗客と乗組員の検診を導入したようである。高熱を持つ人間を探知するた

め熱感知カメラを使用して実施している。 
 
本船側は現地機関や港湾当局による要請に十分に協力しなければならない。本船上の乗組員は病気の

乗組員の扱いと治療についてのガイダンスを求めるために会社事務所にコンタクトすべきである。 
 
追加情報 
ほとんどの国がすでに地域情報とガイドラインを提供するウェブサイトを立ち上げている。貴方の現地代理

店は通常にこれらのウェブページを案内するだろうし、現地法や規則についての情報もまた提供してくれ

る。加えてインフルエンザA 
型H1N1ヴィルスや新型インフルエンザについての更新情報や一般的ガイドラインは以下のウェブサイト

においてみることができる。 
 
www.who.int 
www.cdc.gov 
 
もしあなたの船の上において新型インフルエンザに感染の疑いのある場合、もちろんGardからも追加情

報を入手可能である。 
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